






要約:プラダー.ウイリー症候群の成因、自然歴、を明らかにし、現在全国で実施されてい

る冶療法の妥当性を評価した。成因は、FlSH 法を用いた染色体検査法でほぽ欧米と類似

した結果であり、成因に人種差はないことを示した。自然歴では、欧米の報告と異なる点

もあり症状発現に環境要因の関与が推察された。冶療法では成長ホルモン療法の有用性が

示唆された。最後に患者の療育に関する提言をおこなった。


